
                     

 

た
だ
今
、
令
和
三
年
度
、
金
町
第
一

団
地
自
治
会
役
員
が
改
選
中
で
す
！ 

 
 表

記
の
役
員
選
挙
は
、
役
員
選
出
規
定
第
九

条
に
よ
り
、
二
月
二
十
七
日(

土)

午
前
十
時

よ
り
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

〆
切
は
三
月
五
日(

金)

十
九
時
と
い
た
し
ま

す
。 

直
接
選
挙
で
改
選
す
る
役
職
は
、
金

町
第
一
団
地
自
治
会
規
約
第
十
四
条
に
よ
り
、

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
会
計
長
、
会
計

監
査
で
す
。
立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
役
員
選

出
規
定
第
十
条
に
基
づ
き
①
氏
名
②
年
齢
③

住
所(

号
棟)
④
立
候
補
す
る
役
職
⑤
四
百
字

以
内
の
立
候
補
ま
た
は
推
薦
立
候
補
理
由
⑥

推
薦
者
の
住
所(

号
棟)
及
び
氏
名
⑦
そ
の
他
、

必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
入
の
上
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

お
一
人
で
も
、
お
二
人
で
も
自
治
会
役
員

と
し
て
、
ご
一
緒
で
き
る
方
を
切
望
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、
ま
た
自
然

災
害
が
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
中
、

社
会
進
歩
を
目
指
す
活
動
と
し
て
、
あ
な
た

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
立
候
補
者
が
定
数
に
満
た
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
を
役
員
選
考
委
員
会

に
切
り
替
え
、
三
月
七
日
午
前
、
居
住
者
の

皆
さ
ん
へ
役
員
就
任
要
請
に
伺
い
ま
す
の
で
、

そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
三
年
度
役
員
選
挙
管
理
委
員
会 

 

委
員
長 

吉
岡 

肇(

六-

四
〇
七) 

 
 

 

☎
削
除 

 

委 

員 

岡
崎 

理
史(

三-

二
〇
二) 

 
 

 

☎
削
除 

 

委 

員 

香
川 

利
民(

八-

五
〇
三) 

 
 

 

☎
削
除 

委 

員 

石
井 

安
久(

顧
問)

 

 
 

 

☎
削
除 

 

小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
方
は
、
自
治
会
会
長
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
！ 

今
年
度
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の
方
は

自
治
会
会
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で

に
新
入
学
一
名
の
届
け
出
が
あ
り
ま
す
が
お

忘
れ
の
方
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
金
町
第
一

団
地
自
治
会
は
、
新
成
人
と
新
入
学
児
童
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
の
で
お
忘
れ
な

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

連
絡
先 

四―

三
〇
五 

相
田 

壯
一 

 
 

 
 

☎
削
除 

 

大
災
害
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い

で
す
が
！ 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
と
思
い
つ

つ
こ
の
記
事
を
書
き
ま
し
た
。 

二
月
十
三
日
の
深
夜
、
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
、
最
大
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
、

東
京
は
震
度
四
で
し
た
が
、
強
く
長
い
揺
れ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
気
象
庁
は
、
間
も

な
く
十
年
目
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
の
余

震
で
あ
る
と
発
表
、
そ
の
翌
日
の
新
聞
の
コ

ラ
ム
欄
に
は
濃
尾
地
震(

明
治
二
十
四
年
十

月
二
十
八
日
・
Ｍ
八)

の
余
震
が
百
年
以
上
た

っ
た
今
も
続
い
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。(

裏
面
の
表
の
一
番
目) 

裏
面
の
表
は
、
明
治
以
降
、
我
が
国
で
千

人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
地
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震
・
津
波
の
一
覧
で
す
。
ま
た
、
一
九
九
五
年

(

平
成
七
年)

一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

震
度
六
以
上
の
地
震
は
三
十
七
回
を
数
え
ま

す
。
そ
の
他
、
火
山
の
噴
火
や
、
海
水
温
度
の

上
昇
な
ど
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、
日
本
列
島
を

襲
う
確
率
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
今
や
日
本
列
島
は
、「
大
災
害
の

時
代
」
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
の
で
す
。 

 

こ
の
間
自
治
会
は
、
金
町
第
一
団
地
一
階

居
住
者
に
対
す
る
「
水
害
対
応
ア
ン
ケ
ー
ト
」

や
、
Ｕ
Ｒ
か
ら
支
給
さ
れ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

安
否
確
認
札
を
配
布
す
る
な
ど
防
災
・
減
災

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

防
災
・
減
災
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、
居

住
者
の
皆
さ
ん
方
の
声
を
自
治
会
ま
で
届
け

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 

全
国
の
Ｕ
Ｒ
住
宅
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

と
東
日
本
大
震
災
の
二
度
に
わ
た
る
大
地
震

を
乗
り
越
え
て
き
た
住
宅
で
、
安
全
性
は
確

か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
災
害
時
は
、

避
難
し
な
い
で
居
室
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
三
～
七
日
分
の
飲
食

料
と
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
や
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ

オ
、
乾
電
池
な
ど
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
準
備
は
整
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
う

し
た
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
自
治
会
で
す
。

自
治
会
未
加
入
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
自
治

会
に
入
会
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
呼
び
か
け

る
も
の
で
す
。 

編
集
後
記 

 

Ｕ
Ｒ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
提
案
さ
れ
、「
切
り

替
え
に
四
百
万
円
か
か
る
が
、
そ
れ
を
共
益

費
で
負
担
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
自
治

会
は
「
設
備
な
の
だ
か
ら
Ｕ
Ｒ
が
負
担
す
べ

き
だ
」
と
主
張
し
、
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。 

ご
案
内
の
よ
う
に
、
現
在
の
八
号
棟
は
、

建
設
時
に
共
用
部
分
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
経
過
を
見
れ
ば
、
設
備
な

の
だ
か
ら
Ｕ
Ｒ
が
負
担
す
べ
き
だ
と
い
う
自

治
会
の
主
張
の
正
当
性
が
浮
か
び
上
が
る
だ

け
で
す
。
今
年
三
月
に
は
、
い
わ
ゆ
る
蛍
光

灯
は
生
産
が
中
止
と
な
る
と
い
う
話
が
伝
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
が
早
急
に
決
断
し
、

一
～
六
号
棟
の
廊
下
の
蛍
光
灯
設
備
が
錆
び

て
、
画
竜
点
睛
を
欠
く
事
態
を
、
一
刻
も
早

く
収
め
て
欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 明治以降(123年間)、我が国で 1,000人以上の死者・行方不明者を出した地震・津波 

  発生年月日        M      地震名(震災名)     死者・行方不明者 

1891(明治 24)年 10月 28日  8   濃尾地震         死者 7,273人 

1896(明治 29)年 6月 15日    8,2  明治三陸地震       死者 21,959人 

1923(大正 12)年 9月 1日   7,9  関東地震(関東大震災)   死・不明 10万 5,000人余 

1927(昭和 2)年 3月 7日       7,3  北丹後地震        死者 2,925人 

1933(昭和 8)年 3月 3日       8,1  昭和三陸地震       死・不明 3,064人 

1943(昭和 18)年 9月 10日     7,2  鳥取地震         死者 1,083人 

1944(昭和 19)年 1月 27日     7,9  東南海地震        死・不明 1,223人 

1945(昭和 20)年 1月 13日     6,8  三河地震         死者 2,306人 

1946(昭和 21)年 12月 21日    8,0  南海地震         死・不明 1,443人 

1948(昭和 23)年 6月 28日     7,1  福井地震         死者 3,769人 

1995(平成 7)年 1月 17日      7,3  兵庫県南部地震      死者 6,434人 不明 3人 

                   (阪神・淡路大震災) 

2011(平成 23)年 3月 11日     9,0  東北地方太平洋沖地震   死者 19,667人 不明 2,566人 

                   (東日本大震災) 

 


